
安芸高田市教育の基本理念 
 

 
 

  

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

【将来像】   人がつながる田園都市 安芸高田 
 

【将来像の実現に向けた３つの挑戦】 
 

 

第２次安芸高田市総合計画 

第２次安芸高田市教育振興基本計画 

（１） 

人が集い育つ 

まちづくりへの挑戦 

―「つながり、学び、高め合う」安芸高田協育の基本理念― 

～ 郷土
ふるさと

を想い 夢と志に向けて ともに学び続ける人づくり ～ 

 

 

 

 

 

 

【基本目標】 

１ 「自立・協働・創造」に向け、学び続ける子供を育成します。 

２ 「知・徳・体」の調和のとれた人間形成を目指し、社会を生き抜く力を育みます。 

３ 「学校の宝・家庭の宝・地域の宝」を大切にし、郷土に対する愛着と誇りを醸成します。 

 

（２） 

安心して暮らせる 

まちづくりへの挑戦 

（３） 

地域資源を活かした 

まちづくりへの挑戦 

自然と調和した快適な 
田園都市の形成 

学ぶ文化の醸成 

子育て支援と 
就学前教育の充実 

共に助け合う安全・安心 

支えあう福祉社会の 
実現と医療体制の充実 

未来につなぐ自然環境 

安芸高田市の宝を磨く 

協働による 
まちづくりの推進 

産業の活性化と 
地域経済の循環 

広島版「学びの変革」アクション・プラン 
－資質・能力の育成を目指した主体的な学びの充実― 

（平成 26年 12月広島県教育委員会） 

●新しい教育の方向性 

「これまでの『知識ベースの学び』に加え、『これからの社会で活躍するために必要な資質・能力の

育成を目指した主体的な学び』を促す教育活動を積極的に推進する」 

●平成３０年度全県展開 

  ・育成すべき資質・能力を身に付けた児童生徒の姿を具体化し、教職員や児童生徒間で共有する。 

  ・「課題発見・解決学習」の推進     ・異文化間協働活動の推進 

 

安芸高田市教育に関する大綱    （平成 28年２月安芸高田市） 

●「安芸高田市学力向上戦略」の策定と推進 
  「安芸高田市学力向上戦略」で取り組む施策の 4 本の柱のもと、小中学校教職員協働による教育、

9年間を見通した一貫性のある指導により、児童生徒の確かな学力の定着を図る。 
 ■施策の 4本の柱 ①各種学力調査の活用 ②ＩＣＴの活用 ③複数校の協働による授業づくり ④研修の充実 

次期学習指導要領改訂の方向性      

●目指す教育の方向性 

「『主体的・対話的で深い学び』の実現に向けた授業改善を通して、児童生徒に生きる力を育む」 

「必要な学習内容をどのように学び、どのような資質・能力を身に付けられるかを明確にし、社会

との連携及び協働によりその実現を図る」 

  


